
大

屹
四
年
六
隠

一「
†

㎝
口
第
=
一網
郵
便
初
認
可

〔毎
月

「
回

一
日
盟
行
)

(禁

轄

戦
)

曾學潮 煙學:姻帝都京

叢論漁羅
號 三 第1春;オ ・;;弟

君 敬 日 一 月 三 年 五 十 正 大

論

…叢

「
大

學

」
に
見

は

れ

た

る
経

済

思
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螢
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油
墨
博
士

帥

戸
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雄

統

計

に
よ
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因
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關
係
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研
究

…
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・
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:
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學
博
士

河

田
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説

苑

ス

、ζ
ス
馳
朧

綿

に
匁

内

原
教

授

に
癒
ふ
:
法
蹴.博
士

山

本

美

越

乃

・、
、ζ
ス
館

諜

矢

内

原
教

授

・
筆

:

・縄
濟
學
士

長

田

三

郎

畝椛

録

橋.
に

お

け

る

勢
働
銀
行
に
就
い

て

経
済
學
士

松

岡

孝

児



雑

合
衆
國
に
於
け
る
勢
働
銀
行
に

就

い
て

松

岡

孝

兇

最
近
合
衆
國

に
於
け
る
勢
働
者
階
級
の
金
融
的
勢
力

の
増
進
は
著
し

い
。
そ
し
て
其
の
顯
著
な
る
現
象
の

「

に
勢
働
銀
行
が
数

へ
ら
れ
る
。
私
は
次
に
金
融
現
象

こ

し
て
の
新
表
現
た
る
此
の
労
働
銀
行
に
就
き
若
干
の
考

察
を
試
み
て
見
た

い
ご
思
ふ
。

勢
働
銀
行

巨
ロσ
o
耳
財
の昌
](
ご
は
、

「
個
叉
は
数
個
の

労
働
組
合
が
監
督
す
る
銀
行
、
換
言
す
れ
ば
、
團
憺
こ

し
て
の
労
働
組
合
が
大
部
分
の
銀
行
株
式
を
所
有
し
、

且

つ
其

の
銀
行
政
策
を
ぱ
擶
督
す

る
銀
行

の
意

で

あ

る
。
数
個
の

勢
働
組
合
が

其
の
株
式
を

所
有
す
る
時

は
、
各
勢
働
組
合
は
共
の
役
員
を
通
じ
て
銀
行
政
策
を

指
導
す
る
。
勢
働
銀
行
は
組
合
員
が
個
人
{
し
て
株
式

礫

録

合
衆
国
に
於
け
る
勢
働
銀
行
に
就
い
て

を
所
有

し
、

銀
行

の
政
策

を
ぱ
朧

督
す

る
も

の
で
は
な

い
。
勢

働
銀

行
の
正
し

い
立
場

か
ら
云

へ
ば
、
株

式

の

大

部
分

の
所
有
並

び

に
銀

行

の
監

督

は
糾
合
貝

こ
し

て.

v
は
な
く
、
剛
臆

こ
し
て

の
労

働
組
合

に
於

て
な

さ
れ

一
た
}け
れ

ば
な
ら

謝
o

勢

働
銀
行

の
霊
要

な

る
同
的
は
、
労

働
者

の
所
得

を

.
保
護

呵
る
に
在

る
。
勢
働
者

の
貯

蓄
を
ば
生

産
行
程

に

.

向

ひ
動
産
化
し
、
集
中
し
、

且

つ
引

入
匹

る
に
在

る
。

㎜
劣

働
銀
行
が
預
金
者
貯
蓄

を
使
用

す

る
に
當

っ
て
は
勢

随
働

の
爲

め
に
最
善

を
期
す

る
が
如

き
貸
.附
及
投
資
.政
策

に
從

ふ

こ
ご
を
門
的

こ
す

る
。
但

し
善
良

な

る
銀
行
事

「
務

の
立

場
を
失
は
ざ

る
は
勿
論

で
あ

る
。

勢

働
銀
行
成
立

の
根
篠

は
、
夏

に
其

の
可
能
性
及

び

.

韮
皿
然
性

に
分

っ
て
考

察
せ
ら
れ

る
o

勿
論
現
時

に
於

け

「
る
勢

働
者
階
級

の
祠
阯
培

進

に
閲
す

る
寄
種
施
設

の
趨

勢

か
ら
見

て
、
此

の
事
の
可
能
性

は
容
易

に
首
肯
し
得

る
。
今

多

力

レ
.ブ

芽

O
舞

σ

氏

の

研

究

に

依
り
主

こ
し

て
入
口
の
黙

か
ら
概

括
的

に
其
数
字
を
示

さ
う
。

「
九

二
〇
年

の
国
勢
調
査

に
依

る
ご
、
合
衆
国

に
於

て

労

働

に
従
事
す

る
+
歳

以
上

の
人
は
約
四
千
百
六
十
萬

第
二
十
二
雀

〔鋸
三
號

一
四
九
)

五
二
カ

1)ThomasC..匹1¥¥C1
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γ
「
さ

層

臨.

雑

録

合
衆
国
に
於
け
る
勢
働
銀
行
に
就
.い
て

人

め
る
。
若
し
各

人
が

「
週

㎝
弗
を
貯
蓄
し

之
を
労
働

銀
行

に
預
金
す

る
な
ら
ば
、

「
年
五
十
週

ご
見
て

「
午

後

に
於

け
る
絡

額
は

二
十
億
八
千

諒
弗
に
達
す

る
こ
ご

に
な
り

っ
ま

り
そ
れ
が
預
金
吸
牧

の
最
大
限

を
示

方
。

然

し
な

が
ら
、

之
は
其

の
可

能
性

に
過

ぎ
な

い
。
更

に
共

の
蓋
然
性

か
ら
観

察
を
試
み

る
時
は
、
術

ほ
幾
多

の
湖川
約
〃が
之

に
加

へ
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら

の
o
ル兀
づ
勢

働
者

の
…職
業

か
ら
見
て
四
千
百

六
十
萬

の
人
数

に
劉
む

て
農

業

,
森

林
業

.
牧

畜
業

に
從

組
す

る
勢

働
濟

…
千

百
萬
人
を
控

除
し
な
け

む
ぱ
な

ら
す
、
更

に
事
務

員
及

専
門

家
を
除

外
す

る
時

は
、
所
謂
團

慌
労
働
者

こ
し
て

数

へ
ら
れ

る
者

は
三
百
七
十
萬
人

で
あ

る
。
然

〔
此
の
.

数

一3

に
劃
し

て
も
亦
勢

働
組
合

に
加

入
せ
る
勢

働
者

こ

い
ふ
黙

か
ら
見

て
、
更

に

一
段

の
制
限
を
加

ぶ

る
必
要

が
あ

り
、
結
局

月
的

こ
す

る
團

髄
労

働
者

の
数

は
約
三

百
萬

人

こ
な

る
。

そ
し
て
此

の
人
数

が

「
週

「
弗
を
貯

・

著
す

る
こ
す
れ
ば
、

一
年

五
十

週

ご
見

て
労
働
銀
行

「

年
の
貯

蓄
見
込
額
は

「
億
五
千

萬
弗
、
之
が
其

の
成
立

根
娠

の
蓋
然
性

で
あ
る
。

尤

も
、
此

の
蓋
然
性

は
銀
行

側
及
労

働
君

側
に
於

け

第
二
十
二
巻

(第
三
號

一
五
〇
)

五
三
Q

も
順

な

る
條
件
を
前
提

こ
す

る
。
即
ち

前
者

に
於

て
其

の
聲

業
成
績

が
順

調
な

る
こ
ご
、
後
者

に
於
て
勢
.働
が

統

…
さ
れ

て
あ

る

こ
ご
是
で
あ

る
。
者

一
具

の
管

楽
成

.

績

が
不

良

な
る
時

は
勿

論
、
勢

働
者

側
に
於

け
る
何
等

一
か
の
不
統

…
例

へ
ば
労

働
組
合

に
於
け
る

ス
ト
ラ
イ
キ

の
如

き
が
生
じ
陀

る
時

は
例
外

で
あ

る
。
此

の
後
者

の

例
は
共
敷

に
乏
し
く
な

い
。
ま

た
勢
働
釈

台
に
於
け

る

不
統

一
の
原
因

が
戚
情
問

題
よ

り
生
ず

る
こ
ご
例

へ
ば

些

よ
陀

る
娠
妬
怨

嗟

に
脅
す

る
こ
ご
も
亦
・買
例
を
侯

た

す
し

て
考

へ
得

ら
れ

る
で
あ
ら
う
。

斯

く

の
如
き
根
櫨

を
有
す

る
勢

働
銀
行

は
如
何

に
し

て
生

れ
出

で
た
か
。
そ
は
殆

ん
プ
全
く

ワ
ー

レ
ソ
・
ス
ト

ン

一く
胃
「①
口
Q∩
δ
口Φ
氏

の
考

に
依

る
。

彼

れ
は
云

ふ
。

合
衆
国

に
於
け

る
團
髄
労

働
の
炎
達
は
三
時
代

を
通

じ

て
来

た
も

の
で
あ

っ
て
、
第

[
の
時
代

は
階
級
的
自
畳

が
登
生

し
た
時
代

で
あ

り
、
第

二
の
時
代

は
集
團
的
取

引
主

義

の
爲

め
に
孚

つ
た
防
禦
時
代

で
あ

る
。
第
三

の

時
代

は
孚
蘭

よ
ち
も
寧

ろ
協

同

の
組
織

に
向

っ
て
建

設

的
登
展

を
す

る
時
代

で
あ

っ
て
此

の
現
象

の
最

も
顯
著

な

る
も

の
が
郎
　ち
勢

働

銀
行

で
あ

る
ご
。
彼
れ

は
鰍
羅

2)Carver,・P.cit.p.174



繍
.

「
、
`

田
〕
特

に

濁

逸

に

於

け

る

産

業

組

合

を

研

究

し

、

其

の

結

果

合

衆

国

に

於

て

も

勢

働

組

合

が

銀

行

を

所

腐

し

、

螢

業

し

得

べ

き

を

信

じ

把

。

偶

主

一
九

一
五

年

銀

行

組

織

の
計

丑

は

世

界

大

戦

並

び

に

之

に

伜

ム

事

情

に

依

っ

て

好

機

を

興

へ
ら

れ

、

遂

に

　
九

二

Q

年

十

　
月

一
ロ

ォ

ハ

イ

ォ

州

ク

リ

ー

ヅ

ラ

ソ

ド

に

日
露

ゆ
「
。
讐
。
}

8

臨

亀

ピ
0
8

B
o
就
く
o
罰
漏

冒
①
①
a
.
∩
o
-
o
唱
Φ
「
駐

く
。
Z
曳

8

』

じd
雪

評

o
「

Ω

薯

o
囲磐

α

が

創

立

せ

ら

れ

た

。

爾

来

此

の

銀

行

の

辿

れ

る

機

展

は

銀

行

史

上

誠

に
顯

著

な

る

も

の

が

あ

る

。

冷

菓

の
資

産

の

逐

年

増

加

を

示

す

ご

次

の

如

く

で

あ
.
る

。一九
二
Q
歴干
十

一
月

一
口

山ハ
五
〇

、
九
七

「
、
七
七
弗

一
九
二

一
年
十
一
↓
月

一
口

一
〇
、
〇
四
二
、
〇
九
六
、
六
〇

一
九
二
二
年
-十

二
刀

一
時

一
八
、
七
六
九
、
0
.四
四
、
八
六

一
九
二
三
年

十

】
月

一
ロ

二
四
、
七
三
入
、
七
七
二
、
九
八

是

よ

ら

先

き

、

「
九

二

〇

年

五

月

+

五

日

ワ

シ

ン

ト

ン

こ

目
ン
0

7
H
O
口
口
庁
く
田
口
O
旨

ω
m
胤
P
瞬
。D

切
軸5
搾

O
h
乏

p
I

。。
葺

σ・
8
昌

が

創

立

さ

れ

た

が

其

許

叢

は

ウ

イ

リ

ヤ

ム
.

ヂ

ヨ

ソ

ス

ト

ン
で
く
卍

酬
B

}
o
ゴ
昌
鴇
o
⇒

に

{貝

ふ

腱

が

多

い
。

此

の

二

銀

行

は

實

に
合

衆

國

に

於

け

る

勢

働

銀

行

運

動

の

先

願

者

で

あ

っ

た

。

其

後

「
九

二

一
年

に

二

行

、

雑

録

合
衆
闘
に
於
け
る
勢
働
銀
行
に
就

い
て

の

一
九
二
二
年

に
六
行
、

一
九

二
三
年

に
八
行
を
銘
し
,

り

一
九

二
四
年
に
は
十
行

恐
ら
く
は
十

四
行

に
達

し
た
だ

の

ら

う
ご
云

は
れ

る
。
此

の
数

は
勿
論
労

働

投

資

銀

行

[
pげ
o
ロ
「ゴ

冒
く
Φ淋
巴
ゆ陣

bゴ
営
評
起

る
五
銀
行

を
除

く
o
爾

ほ

ア
リ
ゾ
ナ
州

に
於

け
る

タ
ク
ソ
ン
の

巨
篇
∩
。
-。
『
7

艶
話

切
き
オ
p
ニ
ユ
同
旨
斡

∩
o
日
智
ξ

は
農
業
潜
勢

働
銀

行

門
田
∋

mT
蚕
げ
o
口
『
ぴ
雪
オ

の
聯

合
せ
る
も
の
で
あ

っ

て
嚴
密

な
意
味

で

の
労

働
銀
行

ご
は
云
ひ
得
な

い
ざ
云

.

は
れ
て
居

る
。

勢

働
銀
行
の
組
織

に
際

し

て
準
用
す

る
法
律

は
、
或

は
各
州
法

に
依

り
、
或
は
合
衆
國
法

に
依

る
も

の
で
あ

っ
て
、
共

の
場
合

に
悪

じ
最
も
適
當

ご
信
ず

る
所

に
從

.

ふ
。
異
れ

る
勢

働
組
合

の
問

に
於

て
は
勿
論
、
同
種
労

働
組
合

の
側
に
於

て
も
之
に
謝

し
何
等
齊

　
な

る
方
針

が

な

い
。

そ
し

て
其

の
適
用

し
た
法
律

の
種
類

に
從

ひ

或

は

鱒
誹
o
切
p三
(
ご
謂

ひ
、
或
は

三
豊
o
口
銭

ゆ
四ロ
バ
ご

.

謂

ふ
。
其

の
創
立

に
際

し
て
探

る
様
式

は
三
種

あ
る
。
第

一

は
組
合

が
其

の
銀
行
創
立

を
ば
共

の
組
合

役
員

に
依

っ

て
行

ふ
も

の
で
あ
り
、
第

二
ーは
銀
行
組
織

に
當

り
組
合

第
二
十
二
巻

〔第
三
號

一
五
ご

五
=二

3)Carver,op,c比 ・P・!r3に よ る と き は5イ 〒
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雑

録

合
衆
国
に
於
け
る
勢
働
銀
行
に
就
い
て

自
ら
各
方
面

の
研
究

を
行

ひ
、

或
は

必
要

に
慮

じ
て
は

他

の
銀
行

に
就

き
研
究
す

る
も

の
で
あ

る
。
此

の
方
法

は
最
も
多
一
川

ひ
ら

堪
る
。
第

三
は
資

本
家

の
後

援

に

依

る
も
の
是
で
あ

る
。

勢

働
銀

行
の
資

産
は
先
、岱
株
式

の
責
却

に
よ

っ
て
得

.b
れ
・。
。
共

の
方
法

に
は
三
あ

る
。
第

一
は
勢

働
組
合

及
其
他

に
貞

卸

せ
ら
れ

る
も
の

で
あ

る
が
監
督
槽

は
組

合

之
を
有
し
、
第

二
は
其

配
分

が
組
合

の
み

に
射

し
て

行
は

れ
各
組
合

は
他

の
何

れ
の
組
合

に
依

っ
て
も
監
督

せ
ら
れ

る
こ
ご
な

き
も

の
で
あ
る
。

第
三
は
株
式
を
同

数

の
優
先
株

ご
普
通

株

ご
に
分
ち
、
優
先
株

は
之
を
額

面
償
格

に
依

っ
て
何

人

に
謝
し

て
も
喪
期
し
、

普
通
株

は
其

の

一
株

を
優
先
株

二
株

に
黝
し

ボ
ー

ナ

ス
ご
し
て

輿

へ
る
も
の
で
め

つ
て
、
銀
行

の
盈

督
及
表
決
灌

は
普

通
株

に
興

へ
普
通
株

の
半
数

は
組
合

に
之
を

ボ
ー

ナ

ス

ご
し

て
與

へ
る
。
爾

ほ
此
外

に
組
合

は
少
数

で
は

あ
る

が
若
干

の
優

先
株
を
買

入
れ
之

に
雁
…じ

て
得

る
普
通
株

ご
前

記
組

合

に
ボ
ー

ナ

ス
ご
し

て
與

へ
ら
れ

る
年
数

の

普
通
株

ご
を
併

せ
完
全

に
過
年
数
を
制

し
組
合

の
銀
行

に
謝
す

る
監
督

を
権
貴

に
す

る
。

第
二
十
二
巷

(第
三
號

一
五
二
)

五
三
二

貸
附

に
就

て
見

る
瞬
は
其

の
特
色

は

「
般

に
勢

働
者

及

び
小

企
業

に
…劃
し
て
行

は
れ

る
こ
ご
で
あ
る
。
其

の

貸

附
峯

は
共
地
方

に
於

け

る
他

の
銀
行

ご

同

「
で

あ

る
。
貸

附

に
就

い
て
銀
行

が
作

成
せ

る
ス
プ
ー

ト

メ
ン

ト
に
依

る
.、」
、

或
は
貸

附
を
以

て
自
己

の
勢
賃

以
外
に

他

の
金

融
上

の
背

献
を
有
し
な

い
勢
働
組
合

の
組

合
員

に
劃

し
て
行
ひ
、
共

の
貸
附

に
於

て
要
求

せ
ら
れ

る
こ

ご
は
實

際

の
財
産

を
有

す

る
裏

書
人
に
依

っ
て
…堤
害

せ

ら
れ

る
こ

ご
を

要
す

る
こ
し

(
ω
pロ
bJ
印「口
呂
ヨ
o
<
聾
o
団

bコ
旨
汀
)、

或
は
之

を
以
て
公

債
投
資

ざ
隔

別
し

利
手
方

を
組

合
口只
及
び
他

の
㎝労
働
者

こ
な

し

(〉
三
巴
の
m
ヨ
客
Φ
α

bd
p
巳
へ
亀

ソ
9
<
<
。
三
ハ
∩
貧
、)
或

は
商

人

ご
距
も
勢

働
組

合

に
好
意
を
有
し
且

つ
憺

保
を
供
す

る
者

に
は
袋
貼
を

行

ふ
ご
な
す

(卑
p
デ
茜
}・
Ω
o
「訂

窯
豊
○
口
巴

頃
凹p
オ
)Q

勢

働
銀
行
の
管

理
は
頗

る
興
味

あ
る
問

題
で
あ

る
。

慧
の

ぼ

労
働
銀
行
の
£
k

が
経
験
あ
る
銀
行
家
及
び

使
用
人

を
雇

入
れ

る
こ

ご
で
め

る
。
勢

働
組
合

は
此

の

場
合

に
於

て
此
等

02
人

々
を

雇
傭

し
、
且

つ
之

に
封
し

て
高

給
を
與

ふ
る
こ
ご
を
認

め
て
居

る
。
多
く

の
場
合

其

の
待

遇
は

一
般
銀
行

よ
り
も
厚
く
、
銀
行
も
亦
之

に

ノ1.τ「.國. 一.

曲".冒...い.

」
.曜

(



r占

に
依

っ
て
共

の
日
的
を
遽
し
て
居
る
。
其
の
二
は
此
の

種
銀
行
の
多
嘉

通
信
に
依
る
銀
行
業
務
を
螢

む
こ
ご

で
・
・
。
磐

・
之
を
以
・
、
預
叢

牧
の
手
段
ご
貫
る

一

も
の
で
あ
っ
て
.
或
は
メ
・
フ
・
ツ
ト
に
、
或
競

3

難
難
簾
舞
鵬
鯖蝦
卿雛
蝉

預
金
者
が
勢
働
組
台
風
の
み
で
な
い
こ
毛

あ
る
。
否

寧
ろ
預
金

滑
の
多
く
は
商
人

で
あ

る
。
或

は
ま

柁
公
金

も
そ

の
取
扱

ふ
ご

こ
ろ
で
あ

る
。
其

の
四
は
利
益
分

配

で
あ
.る
。
殆

ん
ど
す

べ
て

の
場
合

に
於

て
内
規

に
よ
り

株
式
配
賞
金

を
限
定
し

て
居

る
。
其

の
積
立

利
益

は

一

定
の
標
準

に
比
例
し
て
配
曾

れ
る
。
術
ほ
最
後

に
興

味
あ
る
こ
ご
は
労
働
銀
行
が

一
定
額

に
達
せ
る
貯
蓄
額

に
射
し
て
は
之
を
以
て
公
債
を
買
入
れ
し
む
る
こ
ご
で

あ
る
・
此
の
同
的
に
態
す
る
駕

に
今

や
五
個
の
投
資
銀

行
が
設
立
せ
ら
れ
、
其
の
敢
行
量
る
公
債
を
ば
勢
働
者

}

を

し
て
買
入
れ
し

め
る
。

此
の
方
法
は

ま
紀
勢
働
者

を

し
て
金
融
上

の
力

を
得
し

め
る
。

そ
し

て
叉
此

の
よ
一

貯
蓄
し
よ
義

資
す
・
こ
・
は
勢
働
銀
行
の
労
働
薪

に

雑

録

集

國
に
於
け
る
勢
働
銀
行
に
就

い
て

の

向

っ
て
の
政
策

で
あ

る
。

ス
ト
ン
氏
は
日
ふ
。

普
通
劣

働
銀
行

は
銀
行

に
其

の
財
産
を
委

せ
る
や
・つ
な
預
金
者

を
得

ん

こ
し
て
居

る
。

…

・…

然

し
な
が
ら
吾

・
は
金

を
引

き
出
す
貯
蓄

預
金
者

を

も
得

や
う

ご
思

ふ
。
五
百

弗
を
貯
蓄

呵
る
ご
吾

々
は
彼

等

に
糊

め
て
公
債

に
投
資

さ
せ

る
。

吾

々
は
人

々
が
節

約

の
習
慣
を

得
ん

こ
ご
に

努

め
る
、
足

れ
吾

々
の
日
常

は
慣
習

に
よ
っ
て
支

配
さ

れ
る

こ
ご
が
多

い
か
ら
で
あ

る
。
最
初

】
度

利
札
を
動

.

り
ご
り
湿
る
者
は
更

に
他

の
も

の
を

も
勢
り

ご
ら
ん

こ

ご
を
希

ひ

か
く
し

て
彼

れ
は
他

の
公
債

を
買

ふ
薦

め
に

貯
蓄

を
始

め
る

ご
。

労
働
銀
行
に
謝
す
る

疲

銀
行
の
態
醤

資
本
家
刪

正

震

を
見
・
疑

育

…

ナ
銀

行
難

・
.
-

一
ル

ス

・
ミ

ッ
チ

ェ
川

(U
9

「♂
m

三
拝

冨

=

氏

の

意

見

は

醗
罧
魏
矯
鋪
翻
擁
副尋
次

に

般

銀
行

の
任
務
を
理
解

す

る
こ
ご
で
あ

る
ご
f
.

こ
れ

に
よ

っ
て
節

約
が
曹

に
個
人

に
射
し
て
利
益
あ

る

午
.り
で
な
く
、
瓶

會

に
謝

し
て
も
同
然

で
あ
る
こ
ご
を

ヨ
け信

せ
し

め
る

こ
ご
で
あ

る
・
し
、
術
最
後

に
勢

働
舞

錐

二
十
二
巻

(第
三
號

一
五
三
)

五
三
三

5)Carver,op・ciヒ ・P・1i6
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雑

母

合
衆
国
に
於
け
る
勢
働
銀
行
に
就
い
て

の
此
種
機
屋

に
よ

る
論
理
的
傾
向

は
す

べ
て
の
業
務

の

種

類

に
及

び
、
此

の
事

は
労
働
者

の
爲

め
の
み
で
な

く

祉

會
の
爲

に
よ

い
こ

ご
で
あ

る
ご
説
き
、
労

働
銀
行

ご

共

に
證
券

の
普
及

に
壷

ず
こ

ご
に
依
り
勢
資

の
問

は
將

に
衝
突

に
代

ふ
る
に
協
同
を

以
て
す

る
,で
あ
ら
う

ご
結

ん

で
居

る
。
更

に
ヅ

ァ
ン
ダ
ー
リ

ッ
プ

M
詰
碁

く
p
口
早

。集
b
氏

は
此

の
勢

働
銀
行
運
動

に
依

り
劣

働
者
が
偏

見

を
去

り
資

本
主
義
的
企
業

の
管
理

の
困

難

を

了

解

し

て
、
勢

働

の
資

本

に
謁
し

て
彿

ふ

べ
き
尊
敬

を
知

る

べ

く
、
佃

ほ
勢

働
が
資

本
主
義
的
企
業
を
有

利

に
統
制
す

る
こ
ご
を
了
解

し
て
、
資

本
は
勢

働

に
劃
し

「
居
多
く

の
尊
敬

を
彿

ふ
に
至

る
ご
説
く
。
此
等

の
意
見

は
ま
た

よ
く

一
般

銀
行
家

の
意
見

で
あ

る
。
彼
等

は
労

働
銀
行

を
歓

迎
し
其

の
成
功
を
庶
幾
し

て
居
る
。

㎜然
ら
ば
品労
働
者
側
は
如
何

に
之
を
見

る
か
。
覚
ハの
少

数

を
除

く
外

は
勢

働
銀
行

を
以

て
其

の
高
等
勢
働
政
策

ご
認

め
て
居

る
。

ス
ト
ン
氏
は
之

に
よ

b
雇
主

ご
勢

働

の

者

こ

の

間

に

北
ハ通

の

基

礎

を

有

す

べ
き

を

説

き

、

更

に

一
九

二

四

年

一
月

の

】「
。
8

日
。
穿

Φ
国
5
αq
冨

⑦
「切
、
宕

⊂
∋

巴

の

ス

プ

ー

ト

メ

ン

ト

は

消

極

的

で

は

あ

る

が

此

種

銀

行

第

二
十
二
巻

(鎮
三
號

一
五
四
)

五
三
四

の
資
本
主
義
肯
定
に
封
し
吹
の
如
く
述

べ
て
居
る
。
曰

く
酪
　働
銀
行
運
動
が
産
業
の
資
本
主
義
的
監
督
を
厳
密

に
否
認
す

る
に
至
る
で
あ
ら
う
事
は
非
常
に
疑
し
い
や

う
に
思
ふ
ご
。

之
を
要
す

る
に
、
合
衆
國
に
於
け
乃
勢
働
銀
行
の
漣

露

上
長

竿

影
響
は
費

す
べ
き
も
の
で
あ
る
・
が

併
し
其
の
影
響

ご
は
如
何
な
る
意
味
に
解
す

べ
き
で
あ

ら
う
か
。
或
は
㎝労
働
銀
行

に
よ
る
公
債
投
資
ハの
影
響
を

重
要
覗
す
る
者
が
あ
る
が
之
を
以
て
勢
働
組
合
が
合
衆

国
の
産
業
監
督
槽
を
牧
ひ
る
こ
ご
は
容
易
で
な
い
。
或

は
ま
紀
勢

働
銀
行
の
資
本
を
説
く
者
が
あ
る
が
こ
れ
亦

今

口
合
衆
国
全
禮
の
資
本

に
比
べ
る
時
は
極
め
て
少
部

分
で
あ
る
。
唯
最
後

に
労
働
組
合
が
勢
働
銀
行
に
よ
り

産
業
の
管
理

に
興
る
.・」
い
ふ
此
の
意
味
に
於
て
こ
そ
は

一

勿
論
之

に
閲
す

る
知
識

ご
経
瞼
ご
を
短
時
日
に
得

ん
こ
す

る
は
蝦
蜀
で
あ
る
が
1

勢
働
銀
行
の
將
來
が

最

も

期

待

さ

れ

る

の

で

は

な

か

ら

う

か

o

(本
・稿

は

主
と

し

て

内
=
σ
0
3
ρ

戸
p
げ
o
再

国
ρ
コ
罪

寓
O
話
ヨ
～肖
斤
げ

9

m
・f

国
8

8

巨

β

7
。
く
■
6
戯

に

よ
る
)
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